




は数年間続き，ヨ ー ロッパ各地で起こった食料危

機が1848年の革命運動につながっていく。

ジャガイモ飢饉によって，アイルランドは19世

紀のヨ ー ロッパで唯一の人口減少国となった。少

なくとも100万人が餓死か飢饉による病死，ほぽ

同数の人口が新大陸に移住したといわれる。ジャ

ガイモ単一耕作によるアイルランドの悲劇はイン

グランドの過酷な収奪という人災でもあった。

④《展開2》 日本へ

戦前のH本には， トウモロコシが2度伝来して

いる。どの時代か？

1580年ごろにポルトガル人が長崎にトウモロコ

シを伝え，その栽培は東北にまで広がった。そし

て明治初年に北海道開拓使がアメリカ合衆国より

導入したのが2度Hのトウモロコシ伝来といえる。

飼料用•生食用として，戦後の高度経済成長期に

北海道の畑作および酪農に大きく貢献した。しか

し，1970年代以降は，安価なトウモロコシが輸入

され，H本での栽培は急速に減少した。

現代の日本は，世界最大のトウモロコシの輸入
国である(2016年）。その4分の3はアメリカか
ら輸入され，大半が家畜の 飼料となっている。

2017年のH本で，ジャガイモの生産量が1位と

2位の都道府県はどこか？

通説では，1598年にオランダ船が長崎にジャガ

イモをジャワ島からもたらしているが，スペイン

への伝来後，約30年でジャガイモが日本に到来し

たのは早すぎるという批判もある。交易が長崎の

出島に限定された1641年以降にオランダ人がジャ

ガイモを伝えたとするのが妥当かもしれない。

オランダ東インド会社の拠点だったジャカルタ

経由で伝わったため，ジャガイモは江戸時代には

ジャガタライモとよばれた。もともと東南アジア

～東アジアでは，サトイモやナガイモなどの根菜

が一般に食されており，H本では，ヨ ー ロッパ人

のようなジャガイモに対する抵抗感はなかった。

そして凶作時の救荒作物として，江戸時代の後半

にはH本各地で栽培されるようになっていた。

明治時代に開拓事業の一環としてジャガイモの

栽培が推進された北海道では．やがて他府県を圧

倒する生産量となり．現在にいたっている(2017

年の1位の北海道が78.6%, 2位の長崎が3.7%）。

さらに明治の末．川田龍吉がアメリカから取り寄

せた種イモが北海道の風士に適合し高収穫となっ

た。現在も広く栽培されている男爵イモである。

日本のジャガイモの作付面積は1949年の23万

4500haが最大で．その後は減少している（生産

量の最高は1965年の405万6000 t)。その背景には

戦争があった。1940

年に政府は「節米

運動」を始め，米

の 代 用 食 と し て

ジャガイモやサッ

マイモが増産され

た。あき地や公園

学校の校庭が次々

とイモ畑にかえら

れ．戦後の食料難

の時期も同じ状況

が続いていたから 〈図3〉畑と化した国会議事堂前庭
である。 (1945年2月2日撮影）写真：読売

新聞社

⑤《整理》 現代のトウモロコシ ・ ジャガイモ

小麦・米・トウモロコシは3大穀物．それにイ

モ類を含めると4大作物といわれている。

またトウモロコシは，食用・飼料用だけではなく．

コーンスター チやバイオエタノ ールなどの工業用

にも生産されている。日本では主食としての印象

が薄<,添え物の感があるトウモロコシとジャガ

イモだが，その重要性を生徒には認識させたい。
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